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　ヘッケル放散虫コレクションは，ロンドン自然史博物
館（NHM）の微古生物学部門で保管・管理されている放
散虫スライド標本類である（図１〜2）．最近，これらの標
本類から放散虫種の新たなタイプを選定するために，その
基礎となる標本類の予備調査が 2004 〜 2005 年に行われ，
コレクションの基礎的情報（目録，数量，所在地）や各ス
ライドから得られる放散虫個体の電子画像のデータベー
ス化が進められた．その成果の一部として，標本情報が
Tanimura et al. （2006）により報告されている．それを利
用する事により，誰でも観察しようとするスライド標本
にすぐにアクセスすることが可能となっている．このヘッ
ケル・コレクションは，エーレンベルク・コレクションと
並んで世界でも重要な微化石コレクションの１つとなっ
ており，その中身は大きく２つに分けられる．１つはヘッ
ケル自身が作成した 34 枚の教育用放散虫スライドセット
であり （図１），もう１つはプランクトン・ネット試料か
ら作られた多数の現生放散虫スライドである（図２）．教
育用セットは，世界中の海洋から採取された現生プラン
クトン標本（Nr. 6: 図３〜４）や HMS チャレンジャー号

が採集したプランクトン・ネット試料や底質の放散虫・珪
藻軟泥（Nr. 31：図５〜６）そしてバルバドス島の放散虫
土から作成されたスライドで構成されており，保存良好な
放散虫を含む．後者にはチャレンジャー号のプランクトン
試料から船上で直接，あるいは後にヘッケル自身が作成し
た，染色されたプランクトンスライドを多数含んでいる．
我々はチャレンジャー号が各ステーションから採取した
オリジナルの底質試料（図７）を研究用に配分してもらい，
微化石処理を行って，新たな放散虫スライドを作成して研
究を進めている．ここでは南極海域の Station 157 から産
出する両極性と単極性分布を示す放散虫を示す（図８）．
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図１．ヘッケル放散虫コレクション．教育用スライド
は 34 枚 で１セット を 構成 す る．キャビ ネット 78.   
ロンドン自然史博物館，古生物部門．

図 2．プランクトン放散虫コレクション．H.M.S. チャ
レンジャー号が南太平洋の調査観測地点のプランクト
ン・ネット試料より作成．キャビネット 103.
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図 3．ヘッケル放散虫コレクション．教育用スライド Nr. 6．北イ
ンド洋現世プランクトン．（エルンスト・ヘッケル採集・作成）．

図４．教育用スライド Nr. 6（左）中に認められる群体性放散虫 Sphaerozoum sp.

図６．教育用スライド Nr. 31（左）中に認められる放散虫 Spongotrochus 
glacialis（チャレンジャー Station 157）

図５．ヘッケル放散虫コレクション．教育用スライド Nr. 31．
　チャレンジャー Station 157．（南極海域の底質試料である珪藻軟泥

からエルンスト・ヘッケル作成）

図 7．ロンドン自然史博物館古生物部門に保管されているチャレン
ジャー Station 157 試料．未処理のオリジナルな珪藻軟泥試料であ
り，今回微化石処理を新たに行い，放散虫スライドを作成して共同
研究を進めている．

図８．Station 157 から新たに作成されたスライドから産出する放散
虫．上は両極性放散虫，下は単極性放散虫種．上左．Spongotrochus 
glacialis，上右．Spongurus polymaticus，下左．Antarctissa denticulata，
下右．Antarctissa strelkovi．


